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　首都圏に位置する埼玉県は関東平野のほぼ中央にあり、都心にも近い立地条件

から近年の発展には著しいものがあります。

　このような成長を支えるためには、社会基盤の整備が不可欠です。その中でも

道路については、県民の日々の生活や、経済活動などの点から、次世代に引き継

ぐべき県民共有の財産として、積極的に整備を進めているところであります。

　県道並木川崎線につきましても、地域の幹線道路として位置づけ、車道を整備

し、歩道を拡幅するなど、安全、安心な県民生活の維持・管理に努めてまいりま

した。

　街路整備事業地内には、周知の埋蔵文化財包蔵地が多数存在し、今回発掘調査

を実施した川崎遺跡もその一つです。発掘調査は、街路整備事業に伴う事前調査

であり、埼玉県の委託を受け、当事業団が実施いたしました。

　発掘調査の結果、縄文時代早期から前期の竪穴住居跡や炉穴と呼ばれる施設な

どに加え、奈良時代から平安時代にかけての生活の跡も残されていることがわか

りました。

　本書は、これらの発掘調査成果をまとめたものです。埋蔵文化財の保護並びに

普及・啓発の資料として、また学術研究の基礎資料として、多くの方々に活用し

ていただければ幸いです。

　最後に、本書の刊行にあたり、発掘調査の諸調整に御尽力いただきました埼玉

県教育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、ふじみ野市教育委員会並びに

地元関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

平成28年３月

 公益財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

 理 事 長 　  樋 田 明 男

序



例　言
１．本書はふじみ野市に所在する川崎遺跡（第41

次調査）の発掘調査報告書である。

２．遺跡の略号と代表地番、発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

　川崎遺跡（ＫＷＳＫ）

　ふじみ野市大字川崎218－１番地他

　平成26年８月７日付け　教生文第２－31号

３．発掘調査は、街路整備工事にともなう埋蔵文

化財記録保存のための事前調査である。川崎遺

跡の調査は、埼玉県教育局市町村支援部生涯学

習文化財課が調整し、埼玉県の委託を受け、公

益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施

した。

４．各事業の委託事業名は、下記のとおりである。

　発掘調査事業（平成26年度　第41次）

　　「 街路整備工事（埋蔵文化財発掘調査業務委

託）」

　整理報告書作成事業（平成27年度）

　　「 街路整備工事（埋蔵文化財発掘調査報告書

作成業務委託）」

５．発掘調査・整理報告書作成事業はⅠ－３に示

した組織により実施した。

　　川崎遺跡第41次の発掘調査は、平成26年８月

１日から平成26年10月31日まで実施し、上野真

由美、松浦誠が担当した。

　　整理報告書作成事業は、平成28年１月４日か

ら平成28年２月29日まで実施し、大屋道則が担

当した。

　　平成28年３月25日に埼玉県埋蔵文化財調査事

業団報告書第420集として印刷・刊行した。

６．川崎遺跡の発掘調査における基準点測量は、

株式会社ソレイユに委託した。

７．発掘調査における写真撮影は上野、松浦が行

い、出土遺物の写真撮影は大屋が行った。

８．出土品の整理・図版作成は整理担当者が行っ

た。

９．本書の執筆は、Ⅰ－１を埼玉県教育局市町村

支援部生涯学習文化財課、縄文土器、土製品、

まとめのそれぞれ一部を上野真由美が行い、そ

の他を大屋が行った。

10．本書の編集は大屋が行った。

11．本書にかかる諸資料は平成28年４月以降、埼

玉県教育委員会が管理、保管する。

12．発掘調査や本書の作成にあたり、下記の機関、

から御教示、御協力を賜った。記して感謝いた

します（敬称略）。

　笹森健一　高崎直成　鍋島直久　

　ふじみ野市教育委員会



凡　例 
１．川崎遺跡第41次調査におけるＸ・Ｙの座標は、

世界測地系国土標準平面直角座標第Ⅸ系（原点

北緯36°00′00″、東経139°50′00秒）に基

づく座標値を示す。また、各挿図に記した方位

は、全て座標北を指す。

　　Ｃ‐２グリッド北西杭の座標は、Ｘ＝

‐12602.264ｍ、Ｙ＝‐27857.125m、北緯35°

52′58.11210″、東経139°31′40.81873″であ

る。

２．グリッドの設定は10×10ｍの基本グリッドを

設定した。表記は、北西隅を基点として、北か

ら南方向にアルファベット（Ａ､Ｂ､Ｃ…）、西

から東方向に数字（１､２､３…）を付した。

３．本書の本文、挿図、表、写真図版に記した遺

構の略号は、以下のとおりである。

　ＳＪ…住居跡　ＳＤ…溝跡　ＳＫ…土壙

　ＦＰ…炉穴    Ｐ…ピット

４．本書における挿図の縮尺は、以下のとおりで

ある。例外は図中に縮尺とスケールを示した。

　全体図 １：300　遺構図 １：30 １：60

　土器拓影図 １：３　土器実測図 １：４

　大型石器 １：３　小型石器 ２：３

　土製品 １：１　

５．遺構の規模は、炉跡、出入口施設などが明瞭

なものは、主軸と副軸で表示し、それ以外につ

いては、長軸、短軸で表示した。

６．遺物実測図の表記方法は以下のとおりである。

　赤彩：網10％　煤､被熱､焼土：網20％　炭化物：

　網30％　研磨範囲：平行線　使用痕範囲：｢↑｣

７．観察表中の石材名は以下のとおりである。

　曜：黒曜石　黒：黒色頁岩　珪：珪質頁岩

　頁：その他の頁岩　泥：緑泥片岩　雲：雲母片岩

　絹：絹雲母片岩　片：その他の片岩　砂：砂岩

　安：安山岩　緑：緑色岩　閃：閃緑岩

　ホ：ホルンフェルス　チ：チャート　軽：軽石　

石：石英　滑：滑石　玉：玉髄

８．遺構断面図に表記した水準数値は、すべて海

抜標高（単位ｍ）で示した。

９．遺物観察表の表記方法は以下のとおりである。

　　法量の単位は㎝、（ ）の数値は推定値、[ ]の

数値は現存値、それ以外は計測値を示す。

　　胎土は土器中に含まれる鉱物等のうち、特徴

的なものを記号で示した。

　　Ａ－赤色粒子　Ｂ－白色粒子　Ｃ－長石

　　Ｄ－角閃石　　Ｅ－石英　　　Ｆ－雲母

　　Ｇ－黒色粒子　Ｈ－白色針状物質

　　Ｉ－砂粒子　　Ｊ－片岩　　　Ｋ－小礫

　残存率は図示した器形に対する大まかな遺存

　程度を％で示した。

10．本書に使用した地形図は、国土地理院発行の

１/50000地形図、1/25000地形図、ふじみ野市

都市計画図を編集・使用した。

11．本書に掲載した遺構番号は、原則として調査

時のものを採用した。
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― 1―

Ⅰ　発掘調査の概要
１．発掘調査に至る経過
　埼玉県では、平成24年度から平成28年度の新５

か年計画『埼玉県５か年計画―安心・成長・自立

自尊の埼玉へ―』において「埼玉の成長を支える

社会基盤を作る」という基本目標を掲げ、その一

環として地域の生活を支える身近な道路の整備を

進めている。

　埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課で

は、これらの施策の推進に伴う文化財の保護につ

いて、従前より関係部局との事前協議を重ね、調

整を図ってきたところである。

　県道並木川崎線整備事業にかかる埋蔵文化財の

所在及び取扱いについては、平成25年９月24日付

け川整第592号で、川越県土整備事務所長より生

涯学習文化財課長あて、埋蔵文化財の所在及び取

り扱いについての照会があった。

　これに対し、生涯学習文化財課では試掘調査を

実施し、埋蔵文化財の有無を確認した。この結果

をもとに、平成26年４月１日付け教生文第266号

で、川崎遺跡の取扱いについて次のように回答し

た。

１　埋蔵文化財の所在

　工事予定地内には、次の埋蔵文化財包蔵地が所

在します。                                 

２　法手続

　工事予定地内には、上記の埋蔵文化財包蔵地が

所在します。包蔵地内で工事着手する場合は、工

事に先立ち、文化財保護法第94条の規定による発

掘通知を提出してください。

名称 種別 時代 所在地
川崎遺跡
（№25-003）

貝塚
集落跡

縄文・古墳・奈
良・平安・中世

ふじみ野市
大字川崎地内

３　取扱いについて

　「発掘調査を要する区域」については、工事計

画上やむを得ず現状を変更する場合には、記録保

存のための発掘調査を実施してください。

　調査にあたっては、実施機関である公益財団法

人埼玉県埋蔵文化財調査事業団と川越県土整備事

務所、生涯学習文化財課の三者により工事日程、

調査方法、調査期間、経費等について協議が行わ

れた。その結果、平成26年８月１日から10月31日

までの期間で発掘調査を実施することになった。

　その後、文化財保護法第94条の規定による埋蔵

文化財発掘通知が埼玉県知事から提出された。こ

れに対し、記録保存のための発掘調査を実施する

よう、埼玉県教育委員会教育長から平成26年５月

23日付け教生文第４－75号で通知を行った。

　また、同法第92条の規定による発掘調査届が公

益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長か

ら提出され発掘調査が実施された。発掘調査届に

対しての埼玉県教育委員会教育長からの通知番号

は、平成26年８月７日付け教生文第２－31号であ

る。

（生涯学習文化財課）
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２．発掘調査・報告書作成の経過
（１）発掘調査

　川崎遺跡は、平成26年度に発掘調査を行った。

平成26年８月１日から平成26年10月31日まで、調

査面積は419㎡である。

　調査の経過は以下の通りである。

　平成26年８月初旬に発掘調査事務所を設置し、

８月上旬に重機による表土の掘削を実施し、同時

に人力による遺構の確認作業に入った。８月中旬

からは遺構精査と記録等の作成を行った。

　９月上旬には高所作業車による全景の写真撮影

を行い、９月中旬には表土の反転を行った。

　９月中旬以降は、反転後の新しい調査区域の遺

構確認作業を行い、順次、遺構精査、記録等の作

成を行った。10月中旬には、再び高所作業車によ

る全景の写真撮影を行い、10月下旬には作業を終

了した。

（２）整理・報告書の作成

　整理報告書作成作業は、平成28年１月４日から、

平成28年２月29日まで実施した。

　１月上旬から出土遺物の水洗、注記を行い、順

次、接合、復元作業に着手した。接合、復元が終

了した遺物は１月中旬から順次抽出を行い、拓本、

実測作業を開始した。遺物の機械実測には３スペ

ース、オルソイメージャーなどを利用した。同時

に、実測が終了した遺物については、遺物実測図

のトレースを開始し、版下図の作成に着手した。

　遺構図の整理は、遺物の作業と並行して１月上

旬から行った。図面照合と修正を経て第二原図を

作成し、１月中旬からは画像ソフトを用いて遺構

図のトレース、土層説明等のデータを組み込んで

編集作業を実施し、遺構挿図の版下を作成した。

　並行して、１月中旬からは原稿執筆を開始し、

１月下旬には、遺物写真撮影、遺構写真図版作成

などを実施した。２月中旬には印刷起案を作成し、

２月末に入稿、整理作業の終了した遺構図、遺物

実測図、写真データ、遺物などの仮収納を行った。

　報告書は３月上旬から中旬にかけて３回の校正

を経て印刷を行い、３月末に事業団報告書第420

集『川崎遺跡第41次』を刊行した。

平成27年度（報告書作成）

理 事 長 樋　田　明　男 調査部
常務理事兼総務部長 木　村　博　昭 調 　 査 　 部 　 長 金　子　直　行

総務部 調 査 部 副 部 長 細　田　　　勝

総 務 部 副 部 長 瀧　瀬　芳　之 主幹兼整理第二課長 吉　田　　　稔

総 務 課 長 安　田　孝　行 主 査 大　屋　道　則

３．発掘調査・報告書作成の組織
平成26年度（発掘調査）

理 事 長 樋　田　明　男 調査部
常務理事兼総務部長 大　嶋　紳一郎 調 　 査 　 部 　 長 昼　間　孝　志

総務部 調 査 部 副 部 長 富　田　和　夫

総 務 部 副 部 長 瀧　瀬　芳　之 主幹兼調査第二課長 木　戸　春　夫

総 務 課 長 藤　倉　英　明 主 査 上  野  真由美

主 事 松　浦　　　誠
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Ⅱ　遺跡の立地と環境
１．地理的環境
　埼玉県は関東平野の中央に位置しており、西側

は秩父山地、東側は平地になっている。東側の平

地は、丘陵、台地との間に荒川低地をはさんで大

宮台地、更に中川低地をはさんで下総台地の一部

を取り込んでいる。秩父山地に連なる丘陵と台地

の傾斜は、南西から北東であり、低地と大宮台地

は、北西から南東に傾斜している。

　川崎遺跡は、東武東上線上福岡駅の北約２㎞の

ふじみ野市北部に位置している。ふじみ野市域は

武蔵野台地縁辺部と荒川の沖積低地を含んでいる

が、川崎遺跡は武蔵野台地の北東端、荒川低地に

舌状に突き出したいわゆる川崎台に立地し、北部

には台地崖線に沿って新河岸川が東流している。

　遺跡は500ｍ×500ｍ程度の比較的大きな範囲に

残されているが、今回の第41次調査の調査区は遺

跡の北東側に位置し、標高は台地で最も低く約８

ｍである。

２．歴史的環境
　川崎遺跡の位置する武蔵野台地縁辺部、川崎台

周辺では、台地上を中心として、縄文時代と古墳

時代から奈良、平安時代に至る数多くの遺跡が分

布している。

（１）旧石器時代

　川崎遺跡の周辺地域では、旧石器時代の遺物は

礫群を伴うⅣ層とⅥ層の石器群が比較的多く見つ

かっている。代表的なものは、東台遺跡、西ノ原

（33）、本村遺跡などである。

（２）縄文時代

　縄文時代では、比較的多くの遺跡が存在してい

る。草創期では、富士見市ハケ上遺跡が著名で、

当該期の土器、石器がまとまって出土している。

　早期の遺跡は少なく、今回報告する川崎遺跡な

どで住居跡、炉穴などが検出されている。前期で

は、花積下層式期の遺跡として台地の縁辺部に、

川崎遺跡､打越貝塚などが見られる。前期でも同

様な立地条件で、黒浜式成立期の長宮遺跡（８）、

第１図　埼玉県の地形
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黒浜式期の滝遺跡（７）などがあげられる。諸磯式

期では、鷺森遺跡（27）が著名である。前期末は遺

跡が激減するが、自然堤防の下から土器片が検出

される事例があり今後の資料の増加が期待される。

　中期では初頭の集落として亀居遺跡（16）、勝

坂式期から加曽利Ｅ式期の集落として西ノ原遺跡

（33）、東台遺跡、ハケ遺跡（２）があげられる。

　後期や晩期の遺跡は非常に少なく、富士見市打

越遺跡、正網遺跡など台地下の低地部分に存在し

ていることが予想される。

（３）弥生時代

　弥生時代については、砂川掘と綾瀬川の中間に

比較的遺跡が集中しており、中でも綾瀬川の流域

には、中期から後期の遺跡が比較的多く見られる。

第１表　周辺の遺跡一覧表（第２図）
ふじみ野市

遺跡名 時代
1 川崎遺跡 旧　縄　古　奈・平
2 ハケ遺跡 縄　奈・平
3 川崎横穴墓群 古
4 北野遺跡 縄　奈・平
5 上福岡貝塚 縄　古　奈・平
6 権現山遺跡群（古墳群）縄　古　奈・平　
7 滝遺跡 縄　古　奈・平　近
8 長宮遺跡 縄　中・近
9 西原遺跡 縄
10 福遺跡 古
11 富士見台横穴墓群 古
12 松山遺跡 奈・平　中・近
13 西遺跡 縄
14 鶴ヶ丘遺跡 旧　縄
15 鶴ヶ丘外遺跡 旧　縄
16 亀居遺跡 旧　縄　
17 鶴ヶ舞遺跡 旧　縄　奈・平
18 江川東遺跡 奈・平　近
19 東久保遺跡 旧　縄　近
20 亀久保堀跡遺跡 中
21 江川南遺跡 旧　縄　中・近
22 東久保西遺跡 旧　縄　近
23 東中学校西遺跡 縄　近
24 東久保南遺跡 旧　縄　近
25 駒林遺跡 中・近
26 福岡新田遺跡 縄　中・近
27 鷺森遺跡 縄
28 苗間東久保遺跡 旧　縄
29 浄禅寺跡遺跡 旧　縄　中・近
30 大井宿木戸跡 近世～近代
31 神明後遺跡 旧　縄　奈・平～近
32 中沢前遺跡 旧　縄　近
33 西ノ原遺跡 旧　縄　奈・平～近
34 城山遺跡 中・近
35 天神廻遺跡 古
36 川袋遺跡 奈・平　
37 伊佐島遺跡 古　平
川越市

遺跡名 時代
38 西河原遺跡
39 南田遺跡

川越市
遺跡名 時代

40 南久我原遺跡
41 寺尾貝塚
42 田成遺跡
43 西向遺跡
44 前田遺跡
45 奥貫家屋敷
46 並木遺跡
47 小中居遺跡
48 南田島遺跡
49 大仙波遺跡
50 漆谷遺跡
51 藤原町遺跡
52 八幡神社遺跡
53 高島遺跡
54 宿A遺跡
55 善仲寺館跡
56 赤城遺跡
57 古谷神社古墳
58 上宿遺跡
59 黒須田遺跡
60 沼端C遺跡
61 砂久保陣場跡
62 中台C遺跡 縄　奈・平
63 中台元川越分遺跡 縄　古　平
64 はた塚古墳 古
65 中台A遺跡 縄
66 中台B遺跡 縄　古　
67 八雲神社古墳 古
68 八雲東遺跡 奈・平
69 中台山古墳 古　
70 新宿小南遺跡 縄　奈　中
71 新宿 4丁目遺跡 縄　奈・平
72 新宿 3丁目遺跡 縄　奈・平
73 熊野神社西遺跡 縄　古　奈・平
74 浅間神社南遺跡 旧　縄　古　奈・平～近
75 新宿 2丁目遺跡 縄　奈・平　近
76 東裏遺跡 縄　古　中
77 浅間神社古墳 古
78 仙波小南遺跡 古
79 愛宕神社古墳 古　近
80 仙波小東遺跡 古

川越市
遺跡名 時代

81 氷川神社古墳 古
82 仙波氏館跡 中
83 堀之内遺跡 縄　
84 弁天南遺跡 縄　古　奈・平　中
85 弁天上遺跡 縄　古　奈・平
86 仙波古代集落遺跡 古　平
87 弁天西遺跡 縄　古　奈・平　中
88 中院遺跡 中・近
89 小仙波 4丁目遺跡 縄　古　奈・平　近
90 三変稲荷神社古墳 古
91 小仙波貝塚跡 縄　古　奈・平
92 小仙波 2丁目 C遺跡 古　奈・平
93 小仙波 2丁目 B遺跡 古　平
95 小仙波 2丁目D遺跡 縄　古　奈・平
96 喜多院境内遺跡 平　中・近
97 多宝塔古墳 古
98 慈眼堂古墳 古
99 小仙波 2丁目B遺跡 奈・平　近
100 末広町 1丁目遺跡 近
富士見市

遺跡名 時代
101 南武蔵野遺跡
102 オトウカ山遺跡
103 稲荷久保北遺跡
104 稲荷久保南遺跡
105 市街道遺跡
106 稲荷前遺跡
107 鍛冶海戸遺跡
108 宮廻遺跡
109 外記塚遺跡
110 渡戸遺跡
111 薬師前遺跡
112 東渡戸遺跡
113 貝塚山遺跡
114 西渡戸遺跡
115 羽沢遺跡
116 大谷遺跡
117 山室遺跡
118 山室谷遺跡
119 上内手遺跡
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代表的な遺跡として、富士見市南通遺跡、北通遺

跡、ふじみ野市伊佐島遺跡（37）などがあげられる。

（４）古墳､奈良､平安時代

　古墳時代になると、権現山（６）の前方後方墳

の築造を契機として、五領期の集落が、滝遺跡な

どに見られる。

　中期では川崎遺跡（１）や打越遺跡などで散見

される程度である。

　後期になると台地の縁辺部に疎らに集落が認め

られ始め、円墳や横穴墓などが構築されるが、台

地の奥では更に少なくなる傾向がある。

　奈良、平安時代では、武蔵国分寺の造営との関

連が想定される東台遺跡の製鉄跡が著名である。

（５）中世、近世、近代

　中世から近世にかけては、台地の縁辺部の起伏

を避けて、台地の中程に旧中山道跡が見られる。

大井宿木戸跡（30）、江川南遺跡（21）、浄禅寺跡

遺跡（29）、長宮遺跡（８）、本村遺跡などをあげ

ることができる。

　なお、近代の戦争遺産として、昭和初期の東京

第一陸軍造兵廠川越製作所があり、土塁、防空壕

などが確認されている。

第２図　周辺の遺跡
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Ⅲ　遺跡の概要
１．川崎遺跡の概要
　街路整備工事地内に所在する川崎遺跡の発掘調

査は、平成26年度に当事業団が実施した。

　本遺跡は、これまで40回以上にわたり、ふじみ

野市（大部分は合併前の旧上福岡市）によって発掘

調査が実施されており、縄文時代早期から後期の

竪穴住居跡、縄文時代早期の炉穴、古墳時代前期、

奈良時代から平安時代にかけての竪穴住居跡が多

数検出されている。また、中世から近世にかけて

の地下式坑、竪穴状遺構なども見つかっている。

　1917年に台地の先端部で貝塚が検出されたこと

を嚆矢とし、それ以降、上福岡市遺跡調査会によ

る1974年の予備調査からはじまり、正式な調査で

は今回を含め44回、試掘等を含めれば、70回以上

の調査が行われている。

第３図　川崎遺跡の範囲と既調査範囲
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第２表　川崎遺跡の調査履歴（第３図） 
地点 確認された遺構と遺物 所収報告書

予備発掘調査 炉穴3、土壙2、ピット群、縄文土
器、石器 上遺調

1次
住居跡11（縄文前期3、古墳前期
1、国分7）、溝跡3、堀2、土壙5、地
下式坑6、集石1

川崎遺跡 第1
次調査概報

緊急発掘調査
溝跡3、縄文土器、石器、平安土師
器・須恵器・灰釉陶器・布目瓦・瓦
塔

上遺調

宅地添1次
（Ａ地区）

縄文早期住居跡1、縄文土器、石
器、礫 上遺調

2次 縄文住居跡9、古墳住居跡6、奈良
平安住居跡10、中世遺構他

川崎遺跡 第2
次調査概報

3次
縄文住居跡2（7,8）、奈良平安住
居跡6（1,2,4～6,9）、焼土散布、柱
穴、溝跡

川崎遺跡（第3
次）・長宮遺跡

宅地添2次
（B地区） 土壙3、ピット 埋（Ⅰ）

宅地添3次
（Ｃ地区） 井戸跡2、地下式坑1、溝跡1 埋（Ⅰ）

4次 縄文前期住居跡1、溝跡1、黒浜式
土器、貝類 埋（Ⅱ）（Ⅳ）

5次 溝状遺構 埋（Ⅱ）
79年度試掘
（清見） 溝跡1 埋（Ⅱ）

6次 縄文前期住居跡2、平安住居跡2、
縄文土器片 埋（Ⅱ）

7次 遺構なし、平安土器片 埋（Ⅳ）
8次 溝跡1 埋（Ⅵ）

宅地添4次 縄文住居跡1、平安住居跡1 埋（Ⅶ）

9次 溝跡2、縄文後・晩期、平安土器散
布 埋（Ⅸ）

10次 溝跡1 埋（Ⅹ）
11次 なし 埋（11）
88試 住居跡1 埋（11）
89試（1） なし 埋（12）
89試（2） なし 埋（12）
12次 溝跡2 埋（13）
13次 奈良住居跡1 埋（13）
90試（1） なし 埋（13）

14次 縄文前期住居跡1、貝塚、平安住
居跡1 埋（13）

15次 平安住居跡7、土壙1 埋（14）
92試（1） なし 埋（15）
93試（1） なし 埋（16）
93試（2） なし 埋（16）
94試（1） なし 埋（17）
95試（1） なし 埋（18）

16次

縄文前期（黒浜期）大型住居跡1、
同期住居跡2・土壙2、平安住居跡
4・掘立柱建物跡6、中世竪穴状遺
構跡2

7年教要

17次 平安住居跡1 埋（19）
18次 平安住居跡1 埋（19）
97試（1） 溝跡1（時期不明） 埋（20）
97試（2） なし 埋（20）
97試（3） なし 9年教要

地点 確認された遺構と遺物 所収報告書
98試（1） 縄文前期土壙1他 埋（21）

市道402号線
2次 縄文前期住居跡1 11年教要

00試（1） 貝塚の一部 埋（23）
範囲確認調査 溝跡1 埋（24）
19次 平安初頭住居跡1 埋（24）
01試（1） なし 埋（24）
02試（1） なし 埋（25）
02試（2） 溝跡1【盛土保存】 埋（25）
02試（3） なし 14年教要
02試（4） なし 14年教要
02試（5） なし 14年教要
03試（1） なし 埋（26）
03試（2） なし 埋（26）

宅地添地区
5次

古墳初頭竪穴住居跡1【調査実
施】 15年教要

04試（1） 平安時代竪穴住居のカマドの一
部 埋（27）

04試（2） なし 埋（27）
20次 古墳住居跡1 市内1
21次 奈良住居跡1、溝跡 市内3
22次 炉穴4、地下式坑2、穴蔵1、土壙2 市内4
24次 なし 市内4

25次 奈良時代掘立柱建物跡1、溝跡、
近代以降の地下室1 市内6

26次 奈良・平安時代竪穴住居跡4、土
壙、ピット、近代以降の井戸1 市内6

27次 時期不明の溝跡1、土壙1 市内6

28次 奈良・平安時代竪穴住居跡2、土
壙、ピット 市内6

29次 奈良・平安時代竪穴住居跡2、溝3 市内6

30次 奈良・平安時代竪穴住居跡4、井
戸3、土壙、溝跡5 市内6

31次
縄文時代中期～後期住居跡2、奈
良・平安時代竪穴住居跡2、ピッ
ト12

市内8

32次 奈良・平安時代竪穴住居跡3、土
壙2、建物部分本調査 市内10

33次 なし 市内14
34次 なし 市内14

35次 縄文時代前期（黒浜期）住居跡1、
奈良平安時代住居跡1他 市内14

36次 奈良平安時代住居跡6他 市内14
37次 須恵器片、遺構なし 市内15
38次 縄文焼土跡2・中世以降ピット5 市内15

39次 遺構なし、縄文土器、土師器、須
恵器、焙烙 市内15

40次 なし 未報告

41次

縄文時代早期住居跡１、炉穴15､
土壙７、縄文時代前期住居跡２､
土壙１、ピット15､平安時代住居
跡３、近世溝１畝跡１、ピット３

本報告書

42次 なし 未報告

43次 平安時代住居跡1、須恵器、土師
器 未報告

44次 なし 未報告
埋：上福岡市教育委員会埋蔵文化財の調査報告書　 
教要：上福岡市教育要覧 
上遺調：上福岡市遺跡調査会報告書　 
市内：ふじみ野市市内遺跡群報告書 
（ふじみ野市教育委員会の資料をもとに一部改編）
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２．調査区の概要
　今回の第41次調査は、ふじみ野市大字川崎218‐

１番地他を対象とした、県道の街路整備工事に伴

うものである。

　調査区は、県道を挟んで東西に分かれており、

便宜的に西側を１区、東側を２区とした。調査区

の幅は約2.5ｍであり、発見した遺構の多くは調

査区域外に延びていた。また、調査区全体の表面

が後世の削平を受けており、残された遺構は削平

を受け、浅いものが多かった。

　検出された遺構は、縄文時代のものが、竪穴住

居跡、炉穴、土壙、ピットなどであり、奈良時代

のものが、竪穴住居跡、近世の遺構は、土壙、溝

跡、畝跡、ピットなどであった。

　この中で縄文時代の遺構は、早期と前期の二時

期に分かれていた。

　縄文時代早期の遺構は、住居跡１軒、炉跡15基、

土壙６基が、調査区東側の２区に集中しており、

台地縁辺部の落ち際に近い部分から検出された。

　これに対して縄文時代前期の遺構は、住居跡２

軒、土壙２基であり、いずれも調査区西側の１区

から検出されており、台地縁辺部ではあるが、落

ち際から僅かに離れた部分に見られた。

　奈良時代の遺構は住居跡３軒であり、調査区内

から満遍なく検出されている。

　近世の遺構は畝跡１箇所、溝跡１条であり、い

ずれも調査区の北側から検出された。

３．川崎遺跡の基本層序
　川崎遺跡第41次調査範囲の基本層序は、大別し

て二層から構成されている。

　現行の道路建設時に表土層を掘削し、ローム層

をむき出しにして、その上に客土を盛り上げたた

め、現地表面からおよそ数十㎝程度までは客土で

あり、その下は、ほとんどの場所で旧地表面の

黒色土などが存在せず、ローム層となっている。

遺構確認面は、この二層の境界部分である。 第４図　第41次調査全体図と基本層序
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Ⅳ　遺構と遺物
１．縄文時代早期の遺構と遺物
　縄文時代早期の遺構は、竪穴住居跡１軒、炉穴

15基、土壙７基が検出された。

（１）住居跡

　第５号住居跡（第５､６図）

　第５号住居跡は２区中央やや南よりのＤ､Ｅ－

３グリッドから検出された。

　他住居跡との重複関係は見られず、他遺構との

関係は、第７､８号土壙、第14号炉穴に壊されて

いた。

　覆土は、自然堆積と考えられる。

　平面形態は方形と推定した。

　規模は、残存長で長軸長3.7ｍ、短軸長3.5ｍ程

度で、深さ約10㎝、主軸方位はＮ‐40°‐Ｅである。

　炉跡は、住居の中央南よりから検出され、0.6

ｍ×0.4ｍ、深さ５㎝程度である。形態は楕円形

で全体に焼土が見られた。床面からは、13本のピ

ットが検出された。

　住居跡の時期は早期茅山上層式期と考えられる。

　第６図に出土遺物を示した。

　第６図１～11は早期中葉の田戸下層式土器であ

第５図　第５号住居跡､遺物出土状況
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る。沈線によって文様が施文されるもので、１は

格子目文が施文される。第６図12～26は早期後半

茅山上層式土器である。内外面に条痕文を施文し

ている。12は無節の縄文を施文する口縁部の破片

で、口縁部内面にも施文している。第６図27､28

は前期前半の関山Ⅰ式土器で、27は瘤状貼付文が

施されている。第６図29～31は前期前半の黒浜式

土器の胴部破片で、地文のみが施文されている。

　第６図32～34は出土石器である。

　32はチャート製の石鏃である。無茎で抉りが浅

く、右脚部を欠損している。33は砂岩製の礫器で

ある。34は安山岩製の磨石である。

第３表　第５号住居跡出土石器観察表（第６図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考 図版
32 石鏃 チャート 2.0 [1.1] 0.4 0.6 SJ５　1区
33 礫器 砂岩 13.2 7.2 3.8 420.3 SJ５　№18 6‐3
34 磨石 安山岩 [5.9] 6.8 4.9 217.5 SJ５　1区 6‐4

第６図　第５号住居跡出土遺物
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（２）炉穴（第７～11図）

　縄文時代早期の炉穴は、調査区内から15基検出

された。特徴的なものについて、以下に記載する。

　第１号炉穴は、間層を挟んで２枚の焼土層が見

られるので、断続的に使用されたと考えられる。

　第３号炉穴は第１号住居跡の貼床の下から検出

され、遺構種類の判断が困難であった。

　第８～13､15号炉穴は、Ｂ･Ｃ‐３グリッド周辺

第７図　第１～５号炉穴



― 12 ―

第９図　炉穴出土遺物

第８図　第６､７号炉穴
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Ｃ-3より
南へ2ｍ
東へ3ｍ

Ｃ-3より
南へ2ｍ
東へ3ｍ

第10図　第８～ 13､15号炉穴
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から集中的に検出されたため、遺物の帰属が必ず

しも明確ではない。

　第１号炉穴出土遺物（第９図１～３）

　１～３は田戸下層式である。

　第３号炉穴出土遺物（第９図４～８）

　４は田戸下層式、５～８は茅山上層式である。

　第６号炉穴出土遺物（第９図９～15）

　９は田戸上層式、10～15は茅山上層式である。

　第８号炉穴出土遺物（第９図16～37）

　16､17は田戸下層式、18～21は田戸上層式、

22､23は野島式、24は鵜ガ島台式、25～27は茅山

上層式、28～37は条痕文の破片である。

　第９号炉穴出土遺物（第９図38）

　38は条痕文の胴部破片である。

　第10号炉穴出土遺物（第９図39）

　39は撚糸文の胴部破片である。

　第14号炉穴出土遺物（第９図40）

　40は条痕文の胴部破片である。

第４表　炉穴一覧表（第７､８､10､11図）
名称 グリッド 平面形 長軸方位 長軸×短軸/ｍ 深さ/cm 重複遺構等

第１号炉穴 B‐1､2 不整形 N‐49°‐W 2.57×1.64 38
第２号炉穴 B‐2 円形 N‐50°‐W 0.45×0.42 8
第３号炉穴 D‐2 不整形 N‐10°‐W 1.75×1.65 38 SJ１より古
第４号炉穴 C‐3 隅丸長方形 N‐2°‐W 1.40×0.22 45
第５号炉穴 E‐3 円形 N‐0° 0.78×0.30 13
第６号炉穴 C‐3 楕円形 N‐39°‐E 1.47×1.15 19
第７号炉穴 C‐3 楕円形 N‐3°‐W 1.07×0.81 28
第８号炉穴 C‐3 円形？ N‐3°‐E （1.00）×（1.00） 36 FP9､10より新
第９号炉穴 B､C‐3 不整形 N‐67°‐E （1.80）×0.50 50 FP8､10､SJ6より古､FP10､12､15とは不明
第10号炉穴 C‐3 不整形 N‐30°‐W （2.60）×0.75 35 FP9､15より新､FP8､SJ6より古
第11号炉穴 C‐3 楕円形？ N‐31°‐W （1.00）×（0.80） 10 FP8より新､FP10､15とは不明
第12号炉穴 B､C‐3 不整形 N‐73°‐E （0.65）×（0.60） 15 SJ6より古､FP9､10とは不明
第13号炉穴 B‐3 円形？ N‐0° 0.6×0.5 0.5×0.4 15 FP8より新､SJ6より古
第14号炉穴 D‐3 長形？ N‐3°‐W 0.72×0.51 15 SJ5より新
第15号炉穴 B､C‐3 楕円形？ N‐0° （0.80）×（0.65） 35 FP10より古､FP9､11とは不明

第11図　第８号炉穴遺物出土状況､第14号炉穴
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（３）土壙

　川崎遺跡からは土壙が８基検出されており、こ

のうち縄文時代早期の土壙は第２号土壙を除く７

基である。

　第12図に個別図、第13図に出土遺物、第５表に

一覧をそれぞれ示した。

　第１号土壙出土遺物（第13図１～３）

　１～３は早期後半の条痕文系土器で、内外面に

条痕文が施文されている。

　第３号土壙出土遺物（第13図４～16）

　４～11は早期後半の茅山上層式土器で、内外面

第12図　第１､３～８号土壙
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に条痕文が施文されている。４～６は口縁部の破

片で、４には補修孔が穿たれている。

　12～16は前期初頭の花積下層式土器の胴部破片

である。

　第８号土壙出土遺物（第13図17）

　17は早期中葉の田戸下層式土器の胴部破片であ

る。

（４）グリッド出土遺物

　縄文時代早期の土器片の中で、帰属する遺構が

不明瞭なものや、表土から出土したものを第14図

１～９に示した。

　１～３は早期中葉の土器である。

　１、２は田戸下層式の深鉢形土器で、斜沈線が

施文されている。３は田戸上層式の深鉢形土器の

胴部破片で、横位の沈線が施文されている。

　４～９は早期後半の条痕文系土器である。

　４は下吉井式土器の口縁部の破片で、口縁部に

隆帯が貼付され、下位に沈線が曲線状に施文され

ている。

　５～９は条痕文のみが残る胴部破片である。

第５表　土壙一覧表（第12図）
名称 グリッド 平面形 長軸方位 長軸×短軸/ｍ 深さ/cm 重複遺構等

第１号土壙 C‐2 隅丸長方形 N‐88°‐E 1.00×0.70 14
第３号土壙 E・F‐3 円形？ N‐0° 1.64×（0.94） 18
第４号土壙 D‐3 円形？ N‐0° 1.18×（0.53） 8
第５号土壙 C‐3 隅丸長方形？ N‐1°‐E 1.64×（0.27） 10
第６号土壙 C‐3 楕円形？ N‐2°‐W 0.32×（0.10） 14
第７号土壙 D‐3 楕円形？ N‐50°‐W 1.35×（0.88） 24
第８号土壙 D‐3 楕円形？ N‐2°‐W 1.34×（0.87） 44

第13図　第１､３、８号土壙出土遺物

第14図　グリッド出土遺物
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２．縄文時代前期の遺構と遺物
　縄文時代前期の遺構は、住居跡２軒、土壙１基、

ピット15基が検出された。

（１）住居跡

　第２号住居跡（第15図）

　第２号住居跡は１区中央のＣ－２グリッドから

検出された。

　他遺構との重複は見られなかったが、北側に接

するように奈良時代の第３号住居跡が検出されて

いる。また、南側は著しく撹乱を受けている。

　覆土は、自然堆積と考えられる。

　平面形態は隅丸方形と推定した。

　規模は、残存軸長で4.3ｍと1.1ｍで、深さ約15

㎝、軸方位はＮ‐０°である。

　炉跡は、住居の北側から検出され、0.7ｍ×0.3

ｍ、深さ10㎝程度である。形態は楕円形で全体に

焼土が見られた。

　床面からは、３本のピットが検出された。

　時期は縄文時代前期黒浜式期と考えられる。

　第15図に出土土器を示した。

　１～３は早期後半の条痕文系土器である。いず

れも胴部の破片で、３は内面にも条痕が認められ

る。４～７は前期前半の黒浜式土器である。いず

れも地文のみが施されている。４は口縁部の破片

で、無節の縄文が施されている。５～７は胴部の

破片で、５は単節ＲＬの縄文が施されている。６、

７の器面は摩耗が激しく、地文は不明である。

　第16図は、第２号住居跡出土の打製石斧である。

フォルンフェルス製で、上半部を欠損する。

第15図　第２号住居跡､出土遺物
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第４号住居跡（第17､18図）

　第４号住居跡は１区中央のＢ､Ｃ－２グリッド

から検出された。

　他住居跡との重複は、第３号住居跡に壊されて

いた。

　覆土は、自然堆積と考えられる。

　平面形態はやや小型の隅丸方形と推定した。

　規模は、残存軸長で4.9ｍと2.0ｍで、深さ約20

㎝、軸方位はＮ‐７°‐Ｅである。第16図　第２号住居跡出土遺物

第６表　第２号住居跡出土石器観察表（第16図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考 図版
8 打製石斧 フォルンフェルス [6.5] 6.3 3.2 169.0 SJ２　№３ 6‐5

第17図　第４号住居跡
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第18図　第４号住居跡遺物出土状況
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第19図　第４号住居跡出土遺物（１）
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　炉跡は、住居の中央から検出され、0.7ｍ×0.7

ｍ、深さ15㎝程度である。形態は楕円形で全体に

焼土が見られた。

　床面からは、10本のピットが検出された。

　出土遺物は、関山Ⅰ式土器が大半を占めており、

住居跡の時期は前期前半の関山Ⅰ式期と考えられ

る。

　第19～21図に出土遺物を示した。

　１は早期前半の稲荷台式の深鉢形土器の破片で

ある。底部付近で、撚糸文Ｒが施文されている。

　２、３は早期中葉の田戸下層式の深鉢形土器の

胴部破片である。斜沈線文や平行沈線文が施文さ

れている。

　４～11は早期後半の条痕文系土器である。４は

野島式土器で、細隆起線で襷状文が施文されてい

る。５は鵜ガ島台式土器で、結節沈線文施文後に、

斜沈線が施文されている。６～11は条痕文のみが

残存している。

　12～15は前期初頭の花積下層式の深鉢形土器の

破片である。12、13は撚糸文Ｒの側面圧痕文が施

されている。

　16～97は前期前半の関山Ⅰ式の深鉢形土器の破

片である。

　16～32、40は沈線文や貼付文などが施される土

器である。19～23、27は１本沈線で文様が施文さ

れるもので、古い様相を持つ土器である。19～23

は並行沈線文間に刻みが施されている。27は波状

に沈線文が施文されている。17は刻みを施す隆帯

が貼付されている。16、17、24～26、28～32、40

は半截竹管によって、文様が施文され土器である。

16、17は斜状に沈線が施文された後、瘤状の貼付

文が施されている。17は沈線文間に刻みが施され

ている。25、26はコンパス文が施文されている。

28は口唇部に刺突文を巡らせ、その下に沈線が波

第20図　第４号住居跡出土遺物（２）



― 22 ―

状に施文されている。

　33～39、41～65、70は、羽状縄文が施文され、

ループ文が施される土器である。33～36は口縁部、

他は胴部の破片である。33は補修孔が穿たれてい

るが、左側は貫通しておらず、途中で右側方向に

移動して孔を貫通させたと考えられる。

　66、67は正反の合の縄文が施文されている。68、

69は撚り戻しの縄文が施文されている。69～89は

地文である縄文のみが施文される土器である。

　86～89は前期中葉の黒浜式の深鉢形土器の口縁

部破片である。

　90～94は底部の破片である。底部は上げ底状に

作られている。90、91、93は底面部分にも縄文が

施文されている。

　95～97は前期後半の諸磯ｂ式の深鉢形土器の破

片である。95、96は半截竹管による爪形文が施文

されている。97は浮線文が施文されている。

　第21図に第４号住居跡出土石器を示した。

　98は黒曜石製の石鏃である。無茎で抉りが浅い。

入念に加工している。99は無茎の尖頭器で基部が

丸い。入念に加工しているため素材形状は不明で

ある。

　100は頁岩製の打製石斧である。分割礫を利用

し、片面のみに加工を施している。刃部のみ残存

する。

（２）土壙（第22図）

　川崎遺跡からは土壙が８基検出されており、こ

のうち縄文時代前期の土壙は１基である。

　第22図に個別図、第８表に諸元をそれぞれ示し

た。

　第２号土壙からは、遺物の出土が見られなかっ

たが、遺物が出土した住居跡や土壙との覆土の対

比から、年代の判定を行った。

第７表　第４号住居跡出土石器観察表（第21図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考 図版
98 石鏃 黒曜石 1.3 1.2 0.3 0.3 SJ３･４　№２ 6‐6
99 尖頭器 黒曜石 3.7 1.4 0.5 2.3 SJ３･４　№１ 6‐7
100 打製石斧 頁岩 [3.3] [4.2] 1.5 20.4 SJ３･４　№４ 6‐8

第８表　第２号土壙諸元（第22図） 
名称 グリッド 平面形 長軸方位 長軸×短軸/ｍ 深さ/cm 重複遺構等

第２号土壙 D‐2 隅丸長方形 N‐6°‐E 1.04×0.82 24 SJ１

第21図　第４号住居跡出土遺物（３） 第22図　第２号土壙
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グリッド 番号 長径/㎝ 短径/㎝ 深さ/㎝

B3
（近世）

1 31 25 10

2 29 27 39

3 23 11 25

C2

1 27 25 38

2 26 22 30

3 28 23 17

C3
1 31 29 28

2 18 17 11

D2 1 57 36 12

（３）ピット（第23､35図）

　川崎遺跡の調査区内からは、ピットが18基検出

された。この中で、15基が前期と考えられる。

　出土遺物は極めて少なく、明確にピットとの関

連が想定できる、図示可能な遺物は認められなか

った。

　従って、ピットの時期は断定できないが、他の

遺構と覆土の性状を対比した結果、縄文時代前期

の可能性が高いと判断できたので、ここに一括し

て報告した。

グリッド 番号 長径/㎝ 短径/㎝ 深さ/㎝

B3

1 31 25 10

2 29 27 39

3 23 11 25

C2

1 27 25 38

2 26 22 30

3 28 23 17

C3
1 31 29 28

2 18 17 11

D2 1 57 36 12

第９表　ピット一覧表（第 23、25 図）

第23図　ピット
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（４）グリッド出土遺物（第24図）

　１～14は前期前半の関山Ⅰ式の深鉢形土器であ

る。１、２は半截竹管によって平行沈線文が施文

された後に、瘤状の貼付文が施されている。３～

５は半截竹管によって結節沈線文が施文されてい

る。６～13は地文のみが施文される胴部の破片で

ある。14は底部の破片である。

　15は前期後半の諸磯ｂ式の深鉢形土器の胴部破

片である。地文のみが残るもので、単節ＲＬの縄

文が施文されている。

　16～18はチャート製の石鏃である。16は基部が

僅かに抉られている。17は基部が丸くなっている。

１次剥離面を残し、未製品の可能性がある。18は

無茎で抉りが浅く、剥片に僅かに加工を施したも

のである。

　19は緑泥片岩製で、石棒の可能性が考えられる。

　20､21は打製石斧である。20はホルンフェルス

製で、分割礫の片面を加工している。21は頁岩製

で、分割礫を用い、両面を加工している。

第10表　グリッド出土石器観察表（第24図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考 図版
16 石鏃 チャート 2.3 1.6 0.5 1.4 SJ３ 6‐9
17 石鏃 チャート 2.5 2.0 0.5 1.9 E‐２ 6‐10
18 石鏃 チャート 2.3 2.0 0.5 2.8 SJ６　1区　掘り方 6‐11
19 石棒 緑泥片岩 [7.7] [3.0] [1.2] 42.9 被熱 6‐12
20 打製石斧 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 9.4 4.4 2.7 118.9 SJ６　掘り方　№12 6‐13
21 打製石斧 頁岩 8.2 5.4 2.8 126.4 SJ１　3区　A　被熱 6‐14

第24図　グリッド出土遺物
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３．古代の遺構と遺物
　古代の遺構は、奈良時代の住居跡が３軒検出さ

れた。

（１）住居跡

　第１号住居跡（第26､27図）

　第１号住居跡は､Ｄ‐１グリッドから検出され

た。

　他遺構との重複は、第３号炉穴と第２号土壙を

壊していた。

　平面形態は方形と推定した。

　規模は主軸長3.0ｍ、副軸残存長3.6ｍ程度で、

深さ約10㎝程度、主軸方位はＮ‐19°‐Ｗである。

　カマドは、住居の北側から検出された。カマド

の袖は、一部に灰白色粘土が残存していた。

第11表　第１号住居跡出土遺物観察表（第25図）

番号 種別 器種 口径/㎝ 器高/㎝ 底径/㎝ 胎土 残存 焼成 色調 図版 備考
1 土師器 甕 － 【14.8】 － ABDEFGH 40 普通 明赤褐色 6‐15
2 土師器 甕 － 【2.7】 5.0 ABDEF 10 普通 にぶい褐色 6‐16

第26図　第１号住居跡（１）

第25図　第１号住居跡出土遺物
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カマド内からは、土師器甕破片が出土した。

　床面からは、５本の浅いピットが検出された。

　第25図に出土遺物を示した。

　１､２は、土師器の甕である。外面にはヘラケ

ズリが見られ、器肉は薄い。

　時期は８世紀後半と考えられる。

第27図　第１号住居跡（２）
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　第３号住居跡（第29､30図）

　第３号住居跡は､Ｂ､Ｃ‐２グリッドから検出さ

れた。

　他住居跡との重複関係は、第４号住居跡を壊し

ていた。

　覆土は、自然堆積と考えられる。

　平面形態は方形と推定した。

　規模は、長軸長4.8ｍ、残存短軸長2.1ｍ程度で、

深さ約20㎝、主軸方位はＮ‐７°‐Ｅである。

　カマドは検出されなかった。

　床面からは、４本のピットが検出された。

　住居跡の掘り方は、不整形な長方形であった。

　壁面の一部に鉄分の沈着が見られた。

　第３号住居跡は、縄文時代前期の第４号住居跡

を壊して造られているため、覆土中には、第４号

第29図　第３号住居跡（１）

第28図　第３号住居跡出土遺物
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住居跡に帰属すると考えられる縄文土器が多く含

まれていた。これらについては、第４号住居跡の

遺物として報告した。

　また、住居跡の床面付近からは大量の礫が出土

した。住居の廃絶時に投棄された可能性が考えら

れる。

　第28図に出土遺物を示した。

　１～３は須恵器坏である。

　１は60％程度残存しており、底部外周にはヘラ

ケズリが見られ、底部外面中央に「×」状のヘラ

記号が認められる。２は底部を中心とした破片で

あり、底部外周にはヘラケズリが見られ、底部外

面中央に｢○｣状のヘラ記号が認められる。いず

れも南比企産の製品と考えられる。３は口縁部破

片である。

　時期は８世紀後半と考えられる。

第12表　第３号住居跡出土遺物観察表（第28図）

番号 種別 器種 口径/㎝ 器高/㎝ 底径/㎝ 胎土 残存 焼成 色調 図版 備考
1 須恵器 坏 （13.0） 3.2 8.4 ABEG 60 普通 灰 6‐19
2 須恵器 坏 － ［2.1］ 8.0 ABEFGH 50 普通 灰 6‐18
3 須恵器 坏 （13.0） ［3.4］ － ABEFH 20 普通 灰 6‐17

第30図　第３号住居跡（２）
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　第６号住居跡（第31､32図）

　第６号住居跡は､Ｂ､Ｃ‐３グリッドから検出さ

れた。

　他住居跡とは重複せず、他遺構との重複関係は、

第８､９､12､13号炉穴を壊していた。

　覆土は、自然堆積と考えられる。

　平面形態は方形と推定した。

　規模は、長軸長5.4ｍ、残存短軸長2.0ｍ程度で、

第31図　第６号住居跡
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深さ約20㎝、主軸方位はＮ‐０°である。

　カマドは検出されなかった。

　床面からは、９本のピットが検出された。この

中で、Ｐ２､Ｐ３が比較的深く、住居との関係が

考えられる。

　住居跡の掘り方は、ほぼ全面に及んでいた。

　第６号住居跡は、縄文時代早期の炉穴を壊して

作られているため、覆土中には、炉穴に帰属する

と考えられる縄文土器が含まれていた。これらに

ついては、炉穴の遺物として報告した。

　また、住居跡の床面付近からは大量の礫が出土

した。住居の廃絶時に投棄された可能性が考えら

れる。

　第33図に出土遺物を示した。

　１は須恵器坏の底部を中心とした小破片である。

底部外周にはヘラケズリが見られる。

　南比企産の製品と考えられる。

　時期は８世紀後半と考えられる。

第13表　第６号住居跡出土遺物観察表（第33図）

番号 種別 器種 口径/㎝ 器高/㎝ 底径/㎝ 胎土 残存 焼成 色調 図版 備考
1 須恵器 坏 － ［1.8］ （8.0） ABEH 25 普通 灰

４．近世の遺構と遺物
　近世の遺構は、畝跡が１箇所、溝跡が１条、ピ

ットが３基検出された。いずれも図示可能な遺物

は含まれていなかった。

　調査区内は表土が削平されていたため、近世遺

物は、ほとんど残存していなかった。表土から泥

メンコが出土したので図示した。

（１）畝跡（第34図）

　畝跡は、Ａ‐３グリッドから検出された。

　南北方向の４本の溝から構成されている。各溝

は完全には平行していない。右側の３本は、放射

状に配置されている。

　覆土は溝付近の表土と類似している。

第32図　第６号住居跡遺物出土状況 第33図　第６号住居跡出土遺物
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（２）溝跡（第36図）

　溝跡は、Ａ‐１､２グリッドから検出された。

　走向方位はＮ‐79°‐Ｅで、調査区にやや直交ぎ

みである。幅は、底面で１ｍ程度、中端で２ｍ程

度である。上端は、南側は検出されているが、北

側は調査区外に延びており、なだらかに４ｍ以上

であると考えられる。

　溝付近では、近世の表土層が残されており、溝

の覆土が近世の表土層と類似していたため、年代

を近世と比定した。

　図示可能な遺物は、検出されなかった。

（３）ピット（第35図）

　近世と考えられるピットは３基検出されており、

いずれも調査区の北側に存在している。

　覆土から時期を判断した。

（４）グリッド出土遺物（第37図）

　表土から、泥メンコが出土した。

　動物の顔面が描写されているが、種は不明であ

る。右耳を僅かに欠損するが略完形で、髭と眉毛

の表現に特徴が見られる。背面は指頭圧によりや

や丸みを帯びて平滑に仕上げられている。

　胎土は砂粒が見られず精選されており、雲母と

考えられる微粒子が認められる。色調は橙褐色で

ある。

　焼成は良好で、やや堅緻である。

第34図　第１号畝跡

第36図　第１号溝跡

第35図　ピット 第37図　グリッド出土遺物
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Ⅴ　調査のまとめ
　過去40回以上にわたる調査によって、川崎遺跡

からは、縄文時代早期の集落と炉穴、前期の集落、

奈良時代、平安時代の集落などが見つかっている。

　縄文時代早期の炉穴は、条痕文期のものであり、

主として茅山上層期のものが大半を占めると考え

られる。早期の第５号住居跡も同様な時期である。

　過去の調査で遺構の分布密度が高かったのは、

台地の中央から北西側であった。しかし、台地の

北東端にあたる今回の調査範囲でも、早期や前期

の遺構が比較的濃密に検出されたことから、台地

の北東側でも活発な活動が行われていたことがわ

かった。

　なお、宮崎、金子の指摘するように、川崎遺跡

宅地添Ａ地区で茅山上層期の不整長台形と考えら

れる住居跡が検出されており、今回検出された第

５号住居跡についても、平面形態が長台形である

可能性が考えられる。不整長台形の住居跡につい

て、宮崎らは生業と定住化との関連から、集団化

の進展としてとらえ、あるいは炉穴の減少と屋内

の炉の定式化を想定している。川崎遺跡の既存の

成果と、今後の調査によって得られる資料は、縄

文時代早期社会の内容や地域差を考える際に、重

要である。

　縄文時代前期では、花積下層期から黒浜期にか

けて、縄文海進の影響によって台地崖線下からさ

ほど遠くない地点まで、海岸線が迫っていたため、

海洋資源にある程度依存した集落が営まれていた

と考えられる。

　海進が海退に転じた諸磯期以降では、海洋資源

の利用が困難になったため、当該台地上での人的

な活動が急激に縮小したようで、遺物は極めて少

ない。川崎遺跡から南東に2.5㎞ほど離れた鷺森

遺跡が諸磯期の比較的大規模な集落である。

　その後、しばらくの間は、川崎遺跡では人的な

活動が疎らである。

　奈良時代から平安時代にかけては、台地崖線下

の低地を耕作対象とした集落が、川崎遺跡に造ら

れるようになり、再び遺構が増加する。

　その後の中世や近世については、道路工事の際

に表土が削平されたため、その痕跡はほとんど残

されていない。
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笹森健一他 2014 『 埼玉県ふじみ野市 市内遺跡群12』ふじみ野市埋蔵文化財調査報告第13集　ふじみ野市教育委
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笹森健一他 2015 『 埼玉県ふじみ野市 市内遺跡群13』ふじみ野市埋蔵文化財調査報告第14集　ふじみ野市教育委
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宮崎朝雄 金子直行　 2015　｢ 縄文早期条痕文期の竪穴住居と炉穴の関係｣『縄文時代』26号　縄文時代文化研究会



写真図版



図版 1

５　第５号住居跡炉跡（西から）１　調査区１区全景（南から）

４　第５号住居跡遺物出土状況（南西から）

３　第５号住居跡（南西から）

２　調査区２区全景（南から）

８　第４号住居跡遺物出土状況（南から）

７　第４号住居跡（南から）

６　第２号住居跡（南から）



図版 2

９　第８～ 13、15 号炉穴（東から）

10　第８～13、15号炉穴掘り方（東から）

８　第 14 号炉穴（西から）

13　第３号土壙（東から）

12　第２号土壙（南から）

15　第５号土壙（東から）

11　　第１号土壙（南から）

14　第４号土壙（東から）２　第２号炉穴（東から）

１　第１号炉穴（南から）

４　第４号炉穴（東から）

３　第３号炉穴（南から）

６　第６号炉穴（東から）

５　第５号炉穴（西から）

７　第７号炉穴（東から）

16　第６号土壙（東から）

17　第７号土壙（北から）

18　第８号土壙（西から）



図版 3

８　第１、３、８号土壙出土遺物（第 13図）

７　第５号住居跡出土遺物（第６図）

６　第１号住居跡カマド遺物出土状況

５　第１号住居跡　（南から）１　第３号住居跡遺物出土状況（南から）

２　第６号住居跡（南から） ４　第１号溝跡（北から）

３　第１号畝跡（北から）
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図版 4

１　第１、３、６、８、９、10、14 号炉穴出土遺物（１）（第９図）

２　第１、３、６、８、９、10、14 号炉穴出土遺物（２）（第９図）

３　グリッド出土縄文時代早期遺物（第 14図）
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図版 5

１　第２号住居跡出土遺物（第 15図）

３　第４号住居跡出土遺物（２）（第 19図）

２　第４号住居跡出土遺物（１）（第 19図）
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図版 6

３　第５号住居跡
（第６図 33）

15　第１号住居跡
（第 25図１）

11　グリッド
（第 24図 18）

７　第４号住居跡
（第 21図 99）

４　第５号住居跡
（第６図 34）

16　第１号住居跡
（第 25図２）

19　第３号住居跡
（第 28図１）

17　第３号住居跡
（第 28図３）

18　第３号住居跡
（第 28図２）

12　グリッド
（第 24図 19）

８　第４号住居跡
（第 21図 100）

５　第２号住居跡
（第 16図８）

13　グリッド
（第 24図 20）

９　グリッド
（第 24図 16）

６　第４号住居跡
（第 21図 98）

20　グリッド
（第37図1）

14　グリッド
（第 24図 21）

10　グリッド
（第 24図 17）

１　第４号住居跡出土遺物（第 20図）

２　グリッド出土縄文時代前期遺物（第 24図）

61

62
63

64

65 6667 68

69

70 71 72
73

74
75 76

77

78
79 80

81 82 83

84

85
86 87

88
89

90
91

92
93

9495 96 97

１

2

3
4

5 6 7 8
9

10 11 12 13 14

15



ふ り が な かわさきいせき

書 名 川崎遺跡第41次

副 書 名 街路整備工事（埋蔵文化財発掘調査報告書作成業務委託）埋蔵文化財発掘調査報告

シリーズ名 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書

シリーズ番号 第420集

編 著 者 名 大屋道則

編 集 機 関 公益財団法人　埼玉県埋蔵文化財調査事業団

所 在 地 〒369-0108　埼玉県熊谷市船木台４丁目４番地１　　TEL　0493-39-3955

発 行年月日 西暦2016（平成28）年３月25日

報 告 書 抄 録

ふ り が な

所 収 遺 跡
ふ　 り　 が　 な

所　在　地
コード 北　緯

 ° ′ ″
東　経
 ° ′ ″

調査期間
調査面積
（㎡）

調査原因
市町村 遺跡番号

川
かわ

崎
さき

遺
い

跡
せき

埼
さい

玉
たま

県
けん

ふじみ野
の

市
し

大
おお

字
あざ

川
かわ

崎
さき

218－１番

地他

11245 003 35°52′58″ 139°31′41″
20140801
～

20141031
419 街路整備

所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

川崎遺跡 集落跡

縄文時代

住居跡 ３軒 縄文土器　石器 縄文時代早期茅山上層期の竪穴住
居跡が１軒検出された。
縄文時代早期田戸下層期から鵜ガ
島台期の炉穴15基が検出された。
縄文時代早期の住居跡と同時期の
炉穴が至近距離から検出された集
落は、県内でも少ない。
縄文時代前期では、関山期と黒浜期
の住居跡をそれぞれ１軒検出した。
奈良時代の住居跡からは、土師器、
須恵器が出土した。

炉穴 15基
土壙 ８基
ピット 15基

奈良時代 住居跡 ３軒 土師器　須恵器

近世

溝跡 １条 泥メンコ
畝跡 １箇所
ピット ３基

　要　　約

　川崎遺跡は武蔵野台地の北東端、いわゆる川崎台に立地している。川崎遺跡の調査は、ふじみ野市（旧上福岡市）
教育委員会によって、宅地造成などに伴う事前調査として、試掘を含め、過去40回以上行われており、同教育委員会
より報告書が刊行されている。今回は、街路整備に伴い、当事業団が2014年に発掘調査を実施した。本書は、第41次
調査の報告書である。
　川崎遺跡は、縄文時代から近世にかけての複合遺跡である。
　今回の調査地点では、縄文時代、奈良時代、近世の遺物、遺構が検出された。
　縄文時代は、早期から前期にかけての集落跡が検出された。奈良時代では、８世紀代の集落跡が検出された。近世
では、溝跡や畝跡など主として農業生産に関わる遺構が検出された。
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